
宮
中
顧
問
官
。
戊
巨

方
面
で
活
躍
し
た
。

助
教
、
小
典
医
と
な
る
。
七
○
’
七
六
年
尋
へ
ル
リ
ン
大
学
に
留
学
。

陸
軍
軍
医
監
（
の
ち
陸
軍
一
等
軍
医
正
）
、
三
等
侍
医
（
の
ち
侍
医
局
長
）
、

東
京
医
学
校
長
を
経
て
七
七
年
初
代
東
京
医
科
大
学
綜
理
、
八
八
年

日
本
最
初
の
医
学
博
士
号
を
受
け
る
。
九
八
年
男
爵
、
一
九
○
二
年

宮
中
顧
問
官
。
戊
辰
、
西
南
、
日
清
の
各
戦
争
に
従
軍
す
る
な
ど
各

文
中
苫
屋
５
昌
易
は
毎
国
８
口
旨
の
、
東
京
医
科
大
学
綜
理
は
東
京

大
学
医
学
部
綜
理
の
誤
で
あ
る
。

（
大
阪
府
豊
中
市
皮
層
科
開
業
）

Ｅ
・
、
ヘ
ル
ツ
は
日
本
に
来
た
一
八
七
六
年
（
明
治
九
）
か
ら
一
○

年
間
東
京
大
学
で
病
理
学
を
講
義
し
た
。
そ
の
う
ち
総
論
の
内
容
を

つ
た
え
る
も
の
に
、
学
生
の
ノ
ー
ト
を
も
と
に
ま
と
め
て
印
刷
し
た

と
思
わ
れ
る
講
本
が
あ
る
。
こ
の
講
本
は
ず
さ
ん
な
も
の
で
あ
る

が
、
ほ
か
に
資
料
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
こ
れ
に
よ
っ
た
。

ベ
ル
ッ
は
病
理
学
を
ワ
グ
ネ
ル
教
授
に
、
内
科
学
を
ウ
ン
デ
ル
リ

ヒ
教
授
に
学
ん
だ
。
時
代
背
景
と
し
て
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
は
一
八
五
八

年
（
安
政
五
）
に
『
細
胞
病
理
学
』
第
一
版
を
、
一
八
七
一
年
（
明

治
四
）
に
増
訂
第
四
版
を
著
わ
し
、
そ
の
間
一
八
六
三
年
（
文
久
三
）

に
『
病
理
腫
瘍
』
を
著
わ
し
た
。
こ
れ
ら
の
著
書
は
そ
れ
ま
で
の
病

理
観
を
大
き
く
転
換
さ
せ
た
。
ま
た
ベ
ル
ッ
が
日
本
に
来
る
前
後
か

ら
細
菌
学
が
め
ざ
ま
し
い
発
達
を
と
げ
た
。
、
ヘ
ル
ツ
の
講
本
が
何
年

に
印
刷
さ
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
一
○
年
の
間
に
は
講
義
内
容
も

Ｅ
・
ベ
ル
ヅ
の
病
理
学
総
論
講
義

に
つ
い
て

安
井
広
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変
わ
っ
て
行
っ
た
に
違
い
な
い
。

講
本
の
内
容
を
桑
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

病
理
観
目
液
体
病
理
学
○
固
体
病
理
学
白
細
胞
病
理
学

ワ
グ
ネ
ル
は
「
細
胞
病
理
学
が
す
べ
て
の
病
理
学
を
包
括
す
る
と
考

え
る
の
は
誤
り
で
、
病
理
学
に
は
血
液
や
神
経
も
器
官
の
細
胞
と
同

様
に
重
要
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
当
時
は
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
の

説
に
も
誤
り
が
あ
り
、
細
胞
病
理
学
が
全
面
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。

す
べ
て
の
病
気
は
初
め
は
局
所
性
で
あ
っ
て
、
そ
の
病
変
の
あ
る

所
を
「
座
」
と
い
う
。
こ
の
局
所
病
変
が
ひ
ろ
が
る
と
全
身
病
と
な

る
。
局
所
障
害
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
に
つ
れ
て
全
身
病
の
数
は
少
な

く
な
る
だ
ろ
う
と
言
っ
て
い
る
。

全
身
病
に
三
種
あ
る
。
㈲
悪
液
病
己
湧
胃
畠
。
血
液
の
組
成
が
異

常
と
な
っ
た
も
の
例
白
血
病
黄
疸
糖
尿
病
（
ワ
グ
ネ
ル
の
病

理
学
書
で
は
血
液
病
で
こ
れ
ら
を
扱
っ
て
い
る
）
口
中
毒
（
ワ
グ
ネ
ル
は

マ
ラ
リ
ア
も
こ
れ
に
属
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
）
白
感
染
接
触
伝
染
病
、

潭
気
性
伝
染
病
と
潭
気
性
接
触
性
伝
染
病
と
が
あ
る
。
潭
気
性
伝
染

病
は
接
触
伝
染
せ
ず
、
病
原
は
患
者
体
内
に
あ
る
間
は
伝
染
能
力
が

な
く
、
体
外
に
出
て
発
育
増
殖
し
、
人
に
感
染
さ
す
。
こ
の
毒
物
を

潭
気
毒
と
い
い
、
大
気
か
ら
の
蒸
発
物
（
潭
気
）
の
中
に
あ
っ
て
伝

染
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
例
↓
、
ラ
リ
ア
脚
気
。

病
原
論
内
因
と
外
因
に
分
け
る
。
外
因
の
中
で
特
に
日
本
人
の

衣
食
住
を
論
じ
て
い
る
。
寄
生
虫
病
の
記
述
が
詳
し
い
の
に
反
し
、

細
菌
学
は
簡
単
で
あ
る
。

循
環
と
栄
養
の
障
害
循
環
障
害
と
し
て
心
臓
病
、
局
所
貧
血
、

血
栓
症
と
塞
栓
症
な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
。
ワ
グ
ネ
ル
の
著
に
は
全
身

性
循
環
障
害
の
章
が
あ
る
が
、
ゞ
ヘ
ル
ツ
の
講
本
に
は
な
い
。

炎
症
と
腫
瘍
と
を
栄
養
に
関
係
づ
け
て
い
る
の
は
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ

の
考
え
に
よ
る
。

炎
症
の
原
因
は
つ
ね
に
刺
激
で
あ
る
と
す
る
。
ワ
グ
ネ
ル
が
炎
症

を
お
こ
す
た
め
に
神
経
の
影
響
を
認
め
て
い
る
の
に
対
し
、
。
ヘ
ル
ツ

は
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
続
い
て
樛
出
や
化
膿
の
過
程
を
述
べ

る
。
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
が
膿
球
は
局
所
の
組
織
の
細
胞
か
ら
生
じ
た
も

の
で
あ
る
と
し
た
の
を
、
コ
ー
ン
ハ
イ
ム
が
訂
正
し
て
こ
れ
が
白
血

球
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
た
が
、
ワ
グ
ネ
ル
も
零
ヘ
ル
ツ
も
こ
の
訂
正

説
を
採
っ
て
い
る
。

栄
養
不
全
に
よ
る
退
行
性
変
化
に
萎
縮
、
変
性
、
壊
死
を
あ
げ
、

栄
養
過
剰
に
よ
る
再
生
、
肥
大
、
腫
瘍
を
説
く
。
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ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
は
病
理
解
剖
の
上
か
ら
肉
芽
組
織
に
似
る
腫
瘍
形

成
の
種
類
を
包
括
し
て
、
肉
芽
腫
瘍
あ
る
い
は
感
染
腫
瘍
と
い
い
、

本
来
の
腫
瘍
と
区
別
し
て
結
核
、
獺
、
梅
毒
、
狼
瘡
、
鼻
疽
を
あ
げ

た
。
、
ヘ
ル
ツ
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
が
、
ワ
グ
ネ
ル
に
は
こ
の
名
称

本
来
の
腫
瘍
に
つ
い
て
、
ゞ
ヘ
ル
ツ
は
コ
ー
ン
ハ
イ
ム
の
迷
芽
説
を

と
り
、
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
の
刺
激
説
を
強
く
し
り
ぞ
け
て
い
る
。

腫
瘍
を
分
類
し
て
㈲
結
合
織
物
質
か
ら
発
生
す
る
も
の
に
線
維

腫
、
粘
液
踵
、
血
管
腫
、
肉
腫
、
神
経
膠
腫
な
ど
を
あ
げ
、
口
上
皮

か
ら
癌
腫
白
筋
肉
か
ら
筋
腫
四
神
経
か
ら
神
経
腫
⑤
い
わ
ゆ

る
奇
形
腫
に
皮
様
襄
腫
を
あ
げ
て
い
る
。
癌
腫
に
つ
い
て
「
臨
床
上

の
考
え
か
ら
本
来
の
上
皮
癌
の
ほ
か
に
い
わ
ゆ
る
結
合
織
癌
が
あ

る
。
内
皮
癌
は
最
近
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
し
て
㈲
上
皮

癌
口
内
皮
癌
白
結
合
織
癌
の
三
種
を
述
べ
て
い
る
。
ベ
ル
ッ
は

結
合
織
癌
を
肉
腫
と
区
別
し
が
た
い
と
い
い
、
ワ
グ
ネ
ル
は
結
合
織

癌
の
厳
密
な
組
織
学
的
独
自
性
は
存
在
し
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

最
後
に
熱
の
項
目
が
あ
る
。
ワ
グ
ネ
ル
は
血
液
病
の
中
で
こ
れ
に

多
く
の
。
ヘ
ー
ジ
を
費
し
て
述
べ
て
い
る
が
、
。
ヘ
ル
ツ
は
「
か
つ
て
は

熱
は
独
立
し
た
病
気
と
見
な
さ
れ
て
い
た
が
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

た
。
ベ
《

は
な
い
。

熱
は
症
状
で
あ
っ
て
病
気
そ
の
も
の
で
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

（
愛
知
県
幡
豆
郡
開
業
）
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